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比較分析 概要-1

●育成・自己成長に活用したい・・・・過去の自分と比較し、経年変化を追いかけ、育成や自己成長に活用（本人へのメール返却機能付）
「個人の過去比較」

●複数人を比較、選抜に活用したい・・・・複数個人を同時に比較、採用・リーダー選抜や特性把握などに活用
「個人間比較」

比較分析（個別＿過去比較）
2024/12/12 山田

個人特性：性格、社会性（行動）、欲求
まずは全体的に眺めてみて（高いから良い、低いから悪いと決めつけずフラットに観る）変化や差の大きい箇所を、次に共通箇所にも着目してみましょう。

心理要素 ■ 2022/10/22 ■ 2023/10/22 ■ 2024/09/12
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61116249606131714645475136366744535565737266153281768645041■ 2022/10/22

613144565747276666527073364947505311444939575371361168585054■ 2023/10/22

772541385547275749434154365752285332444033384148191742493851■ 2024/09/12

・気づいたことは何でしょうか？
・何が起きているのでしょうか？
・どうありたいですか？

どうなっていくと良いですか？
・より良くしていく為に「より高

めるべき？下げるべき？継続維
持？」を考え、自ら行動可能な
内容を具体的に書き出してみま
しょう。

比較分析（個別＿過去比較）
2024/12/12 山田

▼○2024/09/12

△●2023/10/22

●○2022/10/22

● 2024/09/12

● 2023/10/22
● 2022/10/22

性格タイプマトリクス：性格をタイプ分け（記号：第一因子、第二因子）

・過去との比較をみて、共通してどのような特徴が活きていると思いますか？
・今の役割・ポジションに対して、もっと活かすべき特徴があるとすれば何でしょうか？
・自分の助けとなる、補完してくれるのはどのタイプ？具体的な内容は？

RD分析：行動の方向性

オープン： 対外的な動き・変化が良しとされ、推奨支援される（開拓・突破口・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）
フォーカス： 戦略的検討、見直しを行う動き、議論が良しとされる（戦略・結果重視、ﾏｰｹｯﾄ拡大）
メンテナンス：ルールにのっとりやり抜く、継続を大切にしている（保全・ﾘｽｸﾍｯｼﾞ、構造化）
アセプト： つながり、雰囲気、周知を大切にする（支援・標準化、管理調整）

・今自分に求められている行動はどのゾーンだと思いますか？
・その期待行動と自分の現状との距離をどう感じますか？
・距離を埋めるとすれば、どのような方法がありますか？

▽客観 ▼内閉 ◇慎重 ◆弱気 □持続 ■規則 △競争 ▲自尊 ○身体 ●気分

比較分析（個別＿他者比較）
2024/12/11 比較人数：6名

個人特性：性格、社会性（行動）、欲求
まずは全体的に眺めてみて（高いから良い、低いから悪いと決めつけずフラットに観る）変化や差の大きい箇所を、次に共通箇所にも着目してみましょう。

心理要素 ■ sou ■ yu ■ asa ■ Sh2409 ■ A19 ■ So14
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613854456047386259603365393652415332354339426171445068545045■ sou

645862416364536839643842654963385066655046653241555938545945■ yu

613144565747276666527073364947505311444939575371361168585054■ asa

432162767572657759683865365373767346707424306171193963745927■ Sh2409

772541385547275749434154365752285332444033384148191742493851■ A19

572851455247315746454457464555385616484633385361362059613838■ So14

・気づいたことは何でしょうか？
・違いや共通点を見つけてみましょ

う。
・補完し合えそうな箇所はどちらで

しょうか？

比較分析（個別＿他者比較）
2024/12/11 比較人数：6名

○△So14

▼○A19

○△Sh2409

△●sou

△●asa

◇▽yu

● Sh2409

●sou

● A19

●So14

● asa

● yu

性格タイプマトリクス：性格をタイプ分け（記号：第一因子、第二因子）

・他者との距離をみて、気づいたことは何でしょうか？
・それぞれの強み・役割にはどのようなものがありますか？またそれぞれが他者にどのような影響を与えますか？
・チームのバランスを考えたとき、どのような補完関係が考えられますか？より良くするためには何が必要ですか？

RD分析：行動の方向性

オープン： 対外的な動き・変化が良しとされ、推奨支援される（開拓・突破口・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）
フォーカス： 戦略的検討、見直しを行う動き、議論が良しとされる（戦略・結果重視、ﾏｰｹｯﾄ拡大）
メンテナンス：ルールにのっとりやり抜く、継続を大切にしている（保全・ﾘｽｸﾍｯｼﾞ、構造化）
アセプト： つながり、雰囲気、周知を大切にする（支援・標準化、管理調整）

・それぞれに求められている行動はどのゾーンだと思いますか？
・チームとしてのベクトルはイメージした通りになっていますか？補うべきことは何ですか？
・その期待行動と本人の現状との距離をどう感じますか？
・距離を埋めるとすれば、どのような方法がありますか？

▽客観 ▼内閉 ◇慎重 ◆弱気 □持続 ■規則 △競争 ▲自尊 ○身体 ●気分

実施日

性格 行動 欲求

過去との比較

実施日

性格タイプ別 RD分析

個人特性比較

性格 行動 欲求

他人との比較

実施日

性格タイプ別 RD分析

※「過去比較」のみ、古いものから順に、顔が右方向に、グラフが下方向に並ぶ。それ以外は選んだ順に並ぶ
※「過去比較」の表記名は、はじめに選んだ実施内容の名前で表記される

比較分析は、CUBIC上のデータを更に有効活用頂く為に、様々な比較や変化を追うこと
ができる機能で、新しい帳票が追加されます。主に4種類の分析が行えますが、
組み合わせによっては応用的な活用ができます。

●活用する上でのポイント
・時系列で使っていく場合は、名前、メールアドレス、個人コード
などは変更せず、共通で使っていくと便利です。

・分析には、区分名をあらためて登録することで、よりわかりやすく
有効な分析が行えます。
区分名例：内定者、ハイパフォーマー、離職者、役職など

・比較分析のｸﾞﾙｰﾌﾟ×ｸﾞﾙｰﾌﾟは選択した分類・区分名が表示される為、
分類管理画面から「2025採用」などわかりやすい名前への変更して
おくとよいです。また、親分類を選ぶと下層すべて選ばれます。
親分類もわかりやすい名前「全社」などつけておきましょう。

※分析内容に性格タイプマトリクス・RD分析が含まれますので、比較分析を出力する際、性格タイプマトリクス
RD分析を行っていないデータはそれぞれ課金が発生しますが、性格タイプマトリクス・RD分析済のデータでは
追加の課金は無くご利用いただけます。
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比較分析（個別×グループ比較）
2024/12/11 比較人数：1名 比較グループ：5

個人特性：性格、社会性（行動）、欲求
まずは全体的に眺めてみて（高いから良い、低いから悪いと決めつけずフラットに観る）変化や差の大きい箇所を、次に共通箇所にも着目してみましょう。

心理要素 ■ 鈴木(内定者) ■ 経営企画 平均 ■ 総務部 平均 ■ 技術部 平均 ■ 営業部 平均 ■ 企画部 平均
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545251674352385056436751504540624442485065575055634554516765■ 鈴木(内定者)

413829686041674772514975225329636556375143715468305134316675■ 経営企画 平均

584751555751525360564959445347604969555050634752426042535753■ 総務部 平均

373835565543595555504358366132565649374442614857404643386665■ 技術部 平均

634862666772766560624967343863665466687151504555406357695538■ 営業部 平均

472362686562506261444168284554665924596538346568322861624934■ 企画部 平均

・気づいたことは何でしょうか？
・対象者はどのグループに近い？

遠いですか？
・グループに入ったとしたら、どの

ようなことが起こり得そうですか？
馴染むために何が必要ですか？

比較分析（個別×グループ比較）
2024/12/11 比較人数：1名 比較グループ：5

▼◇経営企画 平均

◇□総務部 平均

▽▼鈴木(内定者)

▽▼技術部 平均

○□営業部 平均

△▲企画部 平均

●経営企画 平均

●総務部 平均

●鈴木(内定者)

●技術部 平均

●営業部 平均

●企画部 平均

性格タイプマトリクス：性格をタイプ分け（記号：第一因子、第二因子）

・グループとの距離をみて、気づいたことは何でしょうか？
・そのグループにとって対象者はどのような意味を持ちますか？協力、補完、加速、刺激、制止など
・対象者が各グループに影響を与えられるとすれば、それは何でしょうか？どのような力になれますか？

RD分析：行動の方向性

オープン： 対外的な動き・変化が良しとされ、推奨支援される（開拓・突破口・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）
フォーカス： 戦略的検討、見直しを行う動き、議論が良しとされる（戦略・結果重視、ﾏｰｹｯﾄ拡大）
メンテナンス：ルールにのっとりやり抜く、継続を大切にしている（保全・ﾘｽｸﾍｯｼﾞ、構造化）
アセプト： つながり、雰囲気、周知を大切にする（支援・標準化、管理調整）

・求められている行動に対して各グループの位置は合っていますか？
・対象者は各グループのカルチャーにどのような影響を与えますか？
・各グループが移動すべきだとすれば、その移動に対象者が手伝えることは何ですか？

▽客観 ▼内閉 ◇慎重 ◆弱気 □持続 ■規則 △競争 ▲自尊 ○身体 ●気分

比較分析（グループ×グループ比較）
2024/12/11 比較グループ：6

個人特性：性格、社会性（行動）、欲求
まずは全体的に眺めてみて（高いから良い、低いから悪いと決めつけずフラットに観る）変化や差の大きい箇所を、次に共通箇所にも着目してみましょう。

・グループ間の変化や差をみて、気づいたことは何でしょうか？
・グループ間の違いから、それぞれの存在価値を見いだすとすればそれは何ですか？
・グループが時系列の変化だった場合、徐々に上昇、下降している箇所はどこですか？その背景には何がありますか？
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413829686041674772514975225329636556375143715468305134316675■ 経営企画 平均

584751555751525360564959445347604969555050634752426042535753■ 総務部 平均

373835565543595555504358366132565649374442614857404643386665■ 技術部 平均

634862666772766560624967343863665466687151504555406357695538■ 営業部 平均

472362686562506261444168284554665924596538346568322861624934■ 企画部 平均

564256556460486857624760455256545551575639564656414253595445■ fam 平均

2024/12/11 比較グループ：6

▼◇東郷

▽▼川端

比較分析（グループ×グループ比較）

性格タイプマトリクス：性格をタイプ分け（記号：第一因子、第二因子）
・各グループごとのタイプ割合はバランスがとれていますか？
・グループが時系列の変化だった場合、その変化にはどのような意味がありますか？
・各グループごとの役割に対して、それを果たせるメンバー配置になっていますか？そうでない場合、補うには何が必要ですか？

経営企画 総務部

◇□岩井

▽▲二見

技術部

▼◇喜多

▽△弘野

営業部

□○山田

○△石川

企画部

▲△浅宮

○△中山

fam

○△sho

◇▽yu

◇□et

△●asa

比較分析（グループ×グループ比較）
2024/12/11 比較グループ：6

オープン：対外的な動き・変化が良しとされ、推奨支援される（開拓・突破口・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）フォーカス：戦略的検討、見直しを行う動き、議論が良しとされる（戦略・結果重視、ﾏｰｹｯﾄ拡大）メンテナンス：ルールにのっとりやり抜く、継続を大切にしている（保全・RD分析：比較 ﾘｽｸﾍｯｼﾞ、構造化）アセプト：つながり、雰囲気、周知を大切にする（支援・標準化、管理調整）・求められている行動に対して、各グループ内メンバーの位置は合っていますか？・グループを時系列でみたときに、その行動の変化は会社の事業フェーズに適していますか
？・時系列の変化の傾向で予測できる位置はどこでしょうか？それは会社にとってどのような影響がありますか？・変化が必要な場合、どの位置に移動させるべきでしょうか？また、移動させるために必要なことは何ですか？

●東郷

●川端

0.00%

0.00%

100.00%

0.00%

経営企画 総務部

●二見

●岩井

50.00%

0.00%

50.00%

0.00%

技術部

●弘野

●喜多

0.00%

0.00%

100.00%

0.00%

営業部

●石川
●山田

50.00%

0.00%

50.00%

0.00%

企画部

●浅宮

100.00% ●中山

0.00%

0.00%

0.00%

fam

●asa

●sho

●et

●yu

50.00%

25.00%

25.00%

0.00%

比較分析 概要-2
●配属のマッチングに活用したい・・・・個人と複数グループを同時に比較、配属マッチングやﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞのシミュレーションに活用

「個人とグループ比較」

●採用基準の為のHL比較や部署間比較・経年変化を見たい・・・・複数グループを同時に比較、部門ごとの違い把握や経年変化などに活用
 「グループ間比較」 

比較したい部署など

性格 行動 欲求

対象個人

対象個人

性格タイプ別 RD分析

個人特性比較

性格 行動 欲求

部署間の比較

性格タイプ別

RD分析

部署は
平均で
表示

対象個人

個人特性比較

部署は
平均で
表示

部署間の比較や経年変化も可能

部署間の比較や経年変化も可能

部署は
平均で表示

部署は
平均で表示

在籍者

部署名

部署名

在籍者
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比較分析 操作方法
目的に応じて、
「実施内容」→「形式」→「比較分析」→「分析結果出力」
を選択、各種設定を操作
結果は「帳票出力状況確認」にてダウンロード

個人特性比較

「個人の過去比較」

「個人間比較」

「個人とグループ比較」 「グループ間比較」 

1.実施内容を選択
※複数人の出力をしたい
場合、実施内容の中で
複数人が登録されてい
る実施内容を選択

2.対象者（右側）を選択。
最大50名まで選択可能

3.出力したい過去の実施
内容を選択。最大過去
6回分まで選択可能

※古い順に結果表示され
ます

※2にて選んだ表記名で
結果表示されます

※帳票出力状況確認から
本人へ結果送信も可能

1.実施内容を選択
2.対象者（右側）を選択。
最大6名まで選択可能

※選択順に沿って結果
表示されます

1.実施内容を選択
2.対象（右側）を選択。
更に「分類」「区分」
が設定されていれば、
その中から選択。

（実施内容→分類or区分
を選択）
最大6グループまで
選択可能

※選択順に沿って結果
表示されます

1.実施内容を選択
2.対象者（右側）を選択。
3.比較したいグループを
選択。

（実施内容→分類or区分
を選択）
最大5グループまで
選択可能

※選択順に沿って結果
表示されます

対象個人

部署は
平均で表示

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

1.実施内容を選択 2.対象者（個人）を選択
※複数選択可能

3.過去の実施内容を選択

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

1.実施内容を選択
2.対象者（個人）を選択

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

1.実施内容を選択

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

【●●会社】

1.実施内容を選択 2.対象者（個人）を選択

3.対象グループ
を選択

いずれかを選び、
OKをクリック

2.対象グループを選択
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